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  Resveratrol directly targets DDX5 resulting in suppression of the mTORC1 pathway 














化を行った後に質量分析計を用いて解析し、DEAD (Asp-Glu-Ala-Asp) box RNA helicase 5 




ん細胞株 PC-3、DU145 に対し、レスベラトロールを添加すると、DDX5 蛋白質の量が減少し
た。蛋白質合成阻害剤のシクロヘキシミド存在下で PC-3 細胞にレスベラトロールを添加し
ても、DDX5 の蛋白質の量が減少したことから、レスベラトロールは DDX5 蛋白質の分解を促
進していることが示唆された。続いて DDX5 蛋白質の量が減少すると、ホルモン非依存性の
前立腺がん細胞株にどのような影響が出るのか解析した。RNA 干渉法によって DDX5 の発現
を抑制したところ、レスベラトロールの添加時と同様にアポトーシスの増加を認めた。ま
た、DDX5 の発現抑制によってもレスベラトロールの添加時と同様に、mammalian target of 
rapamycin complex 1 (mTORC1)経路が抑制された。これらのことから DDX5 蛋白質の発現量
が減少すると、mTORC1 経路の抑制によりアポトーシスが誘導されることが示唆された。続
いてレスベラトロールが DDX5 を標的とすることで、アポトーシスの誘導、および mTORC1







した DDX5 を含む 11 の新規レスベラトロール結合蛋白質は、レスベラトロールがこれらの
生理活性を発揮する際の候補標的分子になりうると考えている。 
 
